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★本の作成にあたって★

・コンテストお題イラストは、表紙、挿絵、巻末など、作成した本のどこかに残すようにしてください。

・表紙には、画像内、または本の編集ページ内の「表紙をつくる」機能でタイトルを記載してください。

・規定ページ数は20ページ以内（表紙・お題イラストは含まない）ですが、⽂字数に制限はありません。
（⽂庫本を基準とした場合、600〜700⽂字以内が⽬安です）

【募集作品】

コンテストお題イラスト5点のいずれかを題材にした、20ページ以内の「⼩説」「マンガ」「エッセイ」「詩」など、形式を問わ
ないオールジャンル作品（18禁作品を除く）。
⽇本語、未発表、作者オリジナルの作品に限ります。

【応募⽅法】

①コンテストお題イラストからN次創作をおこなってください。
②お題イラストのN次創作本を公開する際に表⽰される、「コンテスト応募フォーム」に⼊⼒してご応募ください。
※forkNへの会員登録が必要です（無料）

【応募資格】

・forkN会員であること。
・年齢、職業、国籍、プロアマ問いません。

【商品】

⼤賞1名 賞⾦10万円／スマートフォン書籍アプリ化佳作3名 賞⾦1万円／スマートフォン書籍アプリ化forkN賞1名 Amazonギフト1
万円分／スマートフォン書籍アプリ化

【募集締め切り】

2012年7⽉31⽇

【審査結果発表】

1次審査発表 ８⽉20⽇（⽉） 
結果発表 ９⽉３⽇（⽉）

【注意事項】

・応募締め切り時点での作品を評価の対象と致します。また、締め切り後は、誤字修正以上の⼤きな更新はなさらないようお願い

致します。

・受賞作品は、結果発表後1か⽉間の公開（無料）をお願い致します。
・ペンネームは、受賞発表や宣伝のために使わせていただく可能性がございます。

・結果は応募フォームに⼊⼒いただいたメールアドレスに通知致します。

・作品の著作権は作者に帰属しますが、応募作品、ペンネーム、作品コメントが、審査結果の発表、本サイトのPRなどのため利
⽤される場合がございますこと、あらかじめご了承ください。

・その他、コンテストにかかわるお問い合わせはこちらからお願い致します。

http://www.seesaa.co.jp/pages/enq/input.pl?enq=23


 

 
 
 「今年はまたずいぶん奇抜な格好になりましたね」

「あなたはずいぶんとありふれた猫になったわね」

神社の境内、対峙しての第⼀声がこれである。率直にものを⾔い合う性分なのだ。

たとえ⼀年越しの再会であったとしても、これがふたり――正確には⼀⼈と⼀匹――の間合いだった。

 



 
「わたしは制服で来ただけよ」

 少⼥はむくれた様⼦で付け加えた。現在⼥⼦⾼⽣であるかぐやにとっては、制服は正装といってもいい

ものであり、猫の溜息はいささか不本意だった。なるほど、と猫は改めて上から下までを⼀瞥する。彼⼥

は普通の、いまどきの⾼校⽣にみえる。脚を出しすぎているようにも猫には思えたが、それもいまどきと

いうものなのだろう。

 
 とはいえ、猫とて職務を全うしなければならない。

 
 「念のため⽤意しておいてよかった」

 天⼥の⽻⾐よろしく、⽊の枝に掛かった打掛を顎で⽰され、かぐやはええっと声を⾼くした。

 「やだこれ昔わたしがきてたやつじゃーん。とっておいてくれたの」

 「まあ装束の管理も仕事の内ですからね。少し⼩さいでしょうけど」

 「⽻織るくらいならいけるよ。まあでも、和装じゃないとダメだなんて、⼆⼗⼀世紀にもなって相変わ

らず固いのよね」

 「儀式なのだから仕⽅ないでしょう」

 でもさ、と続けようとしたかぐやだったが、ひゃっと声を上げる。猫が振り返りうなずいた。

 「⽿のほうは変わりなくご⽴派なようで」

 「む、むずむずする・・・」

 ⼀年ぶりに⾃分の頭部が変形している感覚に顔をしかめるかぐやをよそに、猫はひらりと跳ねた。

 
「さあ、準備は整っております。まいりましょう」

 
 



 ⽉の明るい夜である。少⼥は⿐歌交じりに、久しぶりの清浄な空気を胸いっぱいに吸った。齢千年の⼤

⽊の、ひんやりとした⽊肌に背を預けながら空を仰ぐと、⼀⾯の桜⾊が視界を覆う。この世の極楽とはこ

のことよね、とかぐやはひとりごちた。

 
 「お相⼿が私だけでご不満でしょうが」

 「⾔ってないでしょう」

 「たとえば猿の若君がいらっしゃれば、歌の⼀つでも詠まれたことでしょう」

 「この時代に、それが⽣きがいみたいな奴だしね。⼀昨年なんか⼤嵐の中で詠みつづけていたでしょ

う、みんな早く帰りたいってのに。ほんと、歌はよめても空気はよめないんだから」

 「⻁の姫さまに⼤層お⽬⽟をくらっていたようでしたね」

 「そこはねえさまに任せないとね」

 かぐやはそのときの情景を思い浮かべながら、⼿の中の盃を掲げた。

「猿の気取り屋と、⻁のねえさまに」

 ぐびりと⽢露を飲み⼲す。腹の中に精気がみちていくのを感じながら、少⼥は苦笑した。

 「美味しいなあ」

 「光栄です」

 「お世辞抜きに。なんだかなあ、⼈間っていつになったらこの味にたどり着けるのかしら。コーラも

ファンタも好きだけど、これを飲んでしまうとね」

 「今⽇はやけに褒めますね」

 猫は⿐をならすと、少⼥の⾜元にある岩の上に腰をおちつけた。神社の⽯畳の上では四⾜歩⾏だったの

が、いつのまにか縄で結わえた壺を背中にぶらさげている。顔つきもまた「ありふれた」猫のそれではな

くなっているように⾒られた。

 
 「いまは、なんていう名前なの？」

 「ミケですよ」

「いまどきミケなんて名前つける飼い主って」

「ご主⼈の悪⼝はそこまでに」

「いい飼い主なのね」

猫はうなずいた。

 
 

 
かぐやは取りとめのない話をしつづけた。彼らにとっての昔話もあったし、少⼥⾃⾝の、⼈間の世界の

話もあった。⽇頃をミケとして過ごす猫にとっては既に聞いたことのあるような話も含まれていたが、相

槌と酌が絶えることはなかった。

やがて少しの沈黙が流れ、

「独り占めね」

「何をですか」

「あなたを。このおいしいお⽔も」

 
わたしが独り占め。

最後の⾔葉が⾵にまぎれそうになり、そういえば嵐が近づいているのだったかと猫は空を⾒上げた。⾵

の吹くたび、花吹雪が狂ったように地⾯へ降り注ぐ。

「わたしがここに来なくなったら、さびしいね」

「決めつけるのがあなたの悪い癖だ」



「なによ、違うっていうの」

 少⼥は頬を膨らませる。年相応の表情だと猫は思う。「今」が似つかわしくないのだと、そう思わざ

るをえない。

 
「来年にはさびしさなど忘れてなくなっていますよ」

 
 
 
 



 かぐやはまだ覚えている。

 
 ほんの⼩さい⼦どもだった間、かぐやたちは神社で養われた。おそらくは捨てられていたかそれに近い

⽣い⽴ちなのだと、誰もが気付いていた。それが、異形のせいなのだろうということにも。

 ⽿、⿐、⼿⾜、⽬、⻭に⾄るまで。それぞれのどこかしらが、おいさんや猫に⾔わせれば「⽴派」に獣

の様相を呈しており、それにちなんだ通称がつけられていた。

もしかして⾃分たちは不幸せなのかしらと思い悩むことも、おそらく全員が経験しただろう。それでも

だいたいにおいて、おいさんを囲んで笑っていた。――その光景は、まだ覚えている。

異形の部位は背が伸びるにつれて⼈のそれに限りなく近づいたが、完全ではなかった。それぞれが⾥親

の元で暮らすことになってからも、夜の花⾒だけは毎年催されていた。「そうしなければならない」のだ

と、教えられるまでもなく誰もが知っていたのだ。

おいさんが宮司らしく祝詞を詠唱し、御神⽊から削ったという盃で、⼀年かけて溜められた精気を飲み

⼲す。狭間の存在である限り、必要なことなのだった。年少の者たちにとってはおまけで⾷べるお菓⼦が

⽬当ての「春のお花⾒」でしかなかったが。

 
 
 
ある春、姉のように慕っていた最年⻑の⻁が花⾒に現れなかった。年号が変わったからかな、とおいさ

んが世間話でもするように話し始めた。

 
 
たぶん、⻁はもう来ない。町ですれ違っても、お前たちを思い出さないかもしれない。嫌いになったと

かじゃない。その時が来ただけで、みんなそうなる。

 
 



何⼈かの⼦どもが刺されたような顔でうつむいていたが、町で暮らし始めたばかりのかぐやにはわから

ない⾔葉だった。

それが悲しいことなのかつまらないことなのか、うれしいことなのか楽しいことなのかをおいさんに尋

ねたが「難しい質問をするようになったなあ」と、⽿の根元をくすぐられただけだった。

  おいさんが死んだのはそれから三年ほど経った冬だった。

 
 
 
 かぐやの記憶もその頃から曖昧になり始めたが、むしろ遅いほうだと猫が⾔った。猿は異形だったこと

などとうに忘れているが、⾷い意地のせいか花⾒のことだけ覚えているようだとも。それを聞いたかぐや

は思い切り彼をからかってやったが、とうとうかぐやの名前を思い出せずに「君」と呼んだ少年は、とう

とうそれきり姿を⾒せなかった。

 
 やがて境内に⽴つのもただ⼀⼈となった。次の年で最後することを猫が提案し、かぐやはうなずいた。

昨年のことである。

 
 
 
 
 「でも忘れなかったらどうしようかな」
 盃を⼲してからしばらく、かぐやは無⾔のまま打掛の裾を指でいじっていたが、切り出した。猫は不意
をつかれて⼀瞬ためらいながらも、
 「忘れますよ」
 断⾔する。
 
 「そうなのだろうけど、万に⼀つ。忘れなかったら？また来年、ここに来ても。あなたはいないわけ」
 「万に⼀つ、⽿が⽴派になってしまった際は、私ではなくこの壺の隠し場所に向かうことをお勧めしま
すよ」
 「そうではなくて。あなたに会いたくなったらってことよ」
  意外な⾔葉に猫は若⼲、答えを迷わせた。
 「あなたはさびしくなくても、わたしはどうなるのってことよ」
 「どうなるもなにも、そろそろ私にも穏やかな⽼後を送らせてほしいですね」
 「ミケとして？」
 「ええ、三⽑猫のミケとして」
 想像したのだろう、かぐやは噴きだした。
 昔からよく笑う娘だと猫はそれを眺める。
 ただの雑な⽢えだ、育ての親を思い出す、と思考を逃がす。正⾯からまともに受けてはいけない。そう
⾔い聞かせた。
 
 
 
 
 
 



 
彼⼥もまた、遠くへ旅⽴つ姫である。

気の遠くなるような歳⽉をかけて、⼀体いくつの⼟地で、⼀体何⼈の⼦どもたちを⾒送ったのか、猫は

もう数えるのをやめていた。

三⽑猫のミケという⽣涯を送るのも悪くはないと本気で考えていた。それがまともで正しいことのよう

に思われた。

 
「まあ、忘れますよ。わたしも忘れますから」

お互いに、忘れなければまともに⽣きてはいけないのだ。

 
「なんか、きれいすぎるなあ」

「何がですか。酔っていますね」

 「こんな格好で猫とおしゃべりしながら花⾒酒なんて、そもそもまともではないのよ。忘れてしまえば

まともになれるなんて、そんなのって本当かしら」

 
それっていいことなのかよくないことなのかわからないわ、とつぶやき、かぐやはぐっと伸びをした。

勢いをつけて枝から⾶び降りるのにつづき、猫も静かに地⾯に⽴った。

「いいことに違いないでしょう」

そうねと答えて⻑い⽿を指先で確かめながら、かぐやはやはり腑に落ちない様⼦だった。

 
 
 
 
 
 
 
⿃居をくぐり、和装を解くと、異形だった少⼥はどこから⾒ても⼥⼦⾼⽣の姿となる。

「じゃあね、元気で」

⼀⾔そう告げると、あっさりと階段を下り始めたので、猫はいささか拍⼦抜けして⽬をしばたかせた。

それも⼀段⾶ばしの軽快なステップである。

「ええ元気で――

 
 かぐや」

 
 
「なあに？」

既に中ほどまで差し掛かっていた少⼥が振り返るが、ちょうど早朝の新聞配達員が下の歩道を通りか

かっているのが⽬に⼊り、猫は⼝をつぐんだ。

そうでなくとも、続く⾔葉が何なのか、なぜ呼び⽌める形になったのかについて考える必要があった。

静寂があたりを包む。破ったのはかぐやのほうだった。

 
 
 
 
 



 



 
「やっぱり来るよ」

 
 
通り過ぎかけていた配達員の⻘年も振り返る、⼤声である。

 
「カレンダーとか、⼿帳とか、あとスマホにも⼊れておく。

 来年ここに来ることだけは覚えてるように頑張る。そのことだけは本当だから。でも、覚えてなくて

も来るから」

猫に⼈差し指を向け、

「てなわけで、よろしく！」

雑な⼀⾔を加えて、今度は⼿すりに腰かけ、颯爽と滑り降りていくのだった。

 
 
 
 
 
 

(ひとりぐらいかっぱらっていってもいいんだぜ)
ふと、遠い昔に宮司が雑に鎌をかけてきたことがあったのを思い出す。

どれにしようか迷っている、と答えたら尻尾を踏まれたが。

そんなわけにいくかと、猫は少⼥の後ろ姿を⾒送りながら、夜明け近くの空に向かって盛⼤に息を吐

いた。

 
 
 
 
 
 
了


